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～ 児 童 ・ 生 徒 の 交 通 事 故 防 止 ～ 

小中高生の関係する交通事故発生状況 

○ 子供は興味を引くものに夢中になり、突然路上に飛
び出したり、無理に横断しようとしたりすることがあ
ります。 
学校付近、住宅地など子供の飛び出しが予想される場

所では、速度を落として通行しましょう。 
  朝や夕方の通学時間帯は特に注意が必要です。 
○ 中学生・高校生の多くは自転車で通学しています。 
  朝の通学時間帯や降雨時は、先を急ぐ自転車の道路

の無理な横断や脇道からの飛び出しによる交通事故が
散見されます。 

  交差点通行時や右左折時は、一時停止するなどして、
安全を十分に確認してから通行しましょう。 
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4月以降
増加 当事者別目的別

４月以降、児童・生徒の交通事故が増加する傾向にあります。 
事故の特徴を見ると、 
約６割が登下校中／約９割が自転車乗車中 
となっています。 


